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プレスリリース 
2009年 7月 30日 

独立行政法人情報処理推進機構 
 

オープンソースソフトウェア発展の貢献者を表彰する 
「2009年度日本 OSS貢献者賞、日本 OSS奨励賞」を実施 

 

IPA（独立行政法人情報処理推進機構、理事長：西垣 浩司）は、このたび、優れたオープンソー
スソフトウェア（以下 OSS）の開発及び普及に貢献した個人等を表彰する「2009年度日本 OSS貢
献者賞、日本 OSS奨励賞」を実施します。 

 
IPAでは、オープンソフトウェア・センターを中心に、OSS活用促進のための様々な課題解決に取り
組んでいます。 
「日本 OSS貢献者賞」は、日本における OSS開発の振興を図ることを目的に、影響力のある開発プ
ロジェクトを創造・運営した開発者や、グローバルプロジェクトにおいて活躍する卓越した開発者、OSS
普及への貢献者を表彰するものです。本賞は 2005年度に創設し、今年度が第 5回目となります。 
また、今年度は昨年度までの表彰に加え、過去一年間に OSS の開発や普及に顕著な活躍をした個人
ないしグループを表彰する「日本 OSS奨励賞」を新設します。 
 

     
▲ 2008年度 日本 OSS貢献者賞 授賞式 の様子 

 
■「2009年度日本 OSS貢献者賞、日本 OSS奨励賞」概要 
主催：  独立行政法人情報処理推進機構（IPA） 
共催：  日本 OSS推進フォーラム 
日本 OSS貢献者賞 

(1)  OSS開発分野 
世界・日本における OSSプロジェクトにおいて中心的な役割を果たしている開発者を対象と
します。開発基盤や OS・ミドルウェア、アプリケーション、デスクトップ、サーバ、組み
込み分野など幅広い分野の中で活躍する OSS開発者が対象です。 

(2)  OSS普及促進分野 
OSS の発展・普及に大きく貢献した人、OSS コミュニティやマーケットに大きな影響を与
えた人を対象とします。コミュニティの形成、OSSの認知、ドキュメンテーション、人材育
成、標準化などに大きく貢献された人が対象です。 
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日本 OSS奨励賞 
OSS の開発、普及において、この 1 年間に特に優れた成果を出した、あるいは活動した個人な
いしはグループが対象です。 

 
募集方法： 広く一般からの推薦（自薦、他薦を問いません）にて候補者を募集します。 

※但し、両賞ともに、現在も日本で OSS の開発や普及の活動を継続している人を対象
とします。 

 
 
審査方法： 産業界・学界のメンバーで構成する審査委員会（委員長：相磯 秀夫 東京工科大学 理

事 別添資料参照）が審査を行います。 
 
表彰：  日本OSS貢献者賞受賞者にはIPAフォーラム 2009※1

 

の授賞式において盾を、日本OSS奨励賞
受賞者には表彰状をそれぞれ授与します。 

 
詳しい推薦受付方法、審査方法は以下のWebページをご覧ください。 
http://www.ipa.go.jp/software/open/ossc/2009/contribute/ossaward2009.html 
 
■ スケジュール 

7月 30日（木） 推薦の受付を開始 
9月 7日（月） 推薦の締め切り 
10月上旬  受賞者への通知 
10月 29日（木） IPAフォーラム 2009にて授賞式 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
※ IPAフォーラム 2009は、IPAの事業活動の紹介と成果の普及促進等を目的として開催しているイベント
です。今年は、10月 29日（木）に明治記念館での開催を予定しています。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 
IPA オープンソフトウェア・センター 大内／柳本 
Tel: 03-5978-7507 Fax: 03-5978-7517 E-mail: oss-award2009@ipa.go.jp 
■報道関係からのお問い合わせ先 

IPA 戦略企画部広報グループ 横山／大海 
Tel: 03-5978-7503 Fax: 03-5978-7510 E-mail: pr-inq@ipa.go.jp 

http://www.ipa.go.jp/software/open/ossc/2009/contribute/ossaward2009.html�
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別紙 
 

日本 OSS貢献者賞 受賞者一覧(敬称略) 
 

 

                                                   
1 Kernel：OSの中核をなす部分。CPU、メモリ、ディスク、入出力デバイス等を制御し、アプリケーションプログラムの実行管理
を行う。 
2 Namazu：日本語を含む任意の文字列でファイル群の全文検索を行うソフトウェア。 
3 quickml：手軽にメーリングリストを開設／消滅できる、管理が簡単なメーリングリストシステム。 
4 gonzui：ソースコードに特化したソースコード検索エンジン。  
5 Seasar：国産オープンソースの Java開発フレームワーク。 
6 Sylpheed：軽量かつ高機能の OSS電子メールクライアント。 
7 PostgreSQL：代表的なＯＳＳオブジェクティブ・リレーショナル・データベース管理システム。 
8 GRUB（GRand Unified Bootloader）： GNUプロジェクトにより開発された高機能のブートローダ。 
9 Firefox： Mozilla Foundationが開発・公開している、OSS の代表的なWeb ブラウザ。 

年度／回 氏名 プロジェクト／活動 

2005年度 
第 1回 

鵜飼 文敏（うかい ふみとし） Debian Projectの主要メンバー 
高橋 浩和（たかはし ひろかず） Linux Kernel1

高林 哲（たかばやし さとる） 
開発への参画 

Namazu2，quickml3，gonzui4

まつもと ゆきひろ 

の開発/プロジェクト運
営 
Rubyの開発/プロジェクト運営 

2006年度 
第 2回 

比嘉 康雄（ひが やすお） Seasar5

平林 俊一（ひらばやし しゅんいち） 
の開発 

WideStudio/MWTの開発プロジェクト 
山本 博之（やまもと ひろゆき） Sylpheed6

吉藤 英明（よしふじ ひであき） 
の開発 

IPv6プロトコルスタック「USAGI」の開発 

2007年度 
第 3回 

小山 哲志（こやま てつじ） 日本 PHP ユーザ会における技術者育成をはじめとし
た OSS普及促進への貢献 

笹田 耕一（ささだ こういち） Ruby を高速化するシステム YARV（Yet Another 
Ruby VM）の開発をはじめとした OSSへの貢献 

佐藤 嘉則（さとう よしのり） 組込み向け CPU への Linux の移植をはじめとした
OSSへの貢献 

松本 裕治（まつもと ゆうじ） 日本語形態素解析システム「茶筌（ChaSen）」の開発
をはじめとした OSSへの貢献 

2008年度 
第 4回 

石井 達夫 （いしい たつお） PostgreSQL7

奥地 秀則 （おくじ よしのり） 
の開発、発展、普及に大きく貢献 

ブートローダGRUB8

中野 雅之 (なかの まさゆき） 

の主要開発者で、GRUB2 では
中心となって、設計・開発 
Firefox9

宮原 徹 （みやはら とおる） 

の開発に関わり、日本語入力システムとの連

携機能等の実装に貢献 
「オープンソースカンファレンス」を立ち上げ、中心的な

立場で活動を推進 


